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�　６月１日光風館石亭にて新旧合同理事会を

開催、今年度最後の理事会でしたが次のこと

が承認されました。

　１．６月の例会プログラムについて。

　２．５月末の収支決算について。

　３．５月１３日に開催された第１グループ研修

交流会の収支決算について。

　清水委員長より報告があり、決算残高

１７，２３６円は５０周年の事業費に積み立てる事

に。

　４．６月２７日最終夜間例会の企画について。

　明澤委員長より報告あり、すでにＦＡＸ

にて会員に出欠確認をとっている。ご夫人

の多数参加をお願いしたいとの事。締め切

りは１３日まで。

　５．留萌市役所都市環境部都市整備課による

神居岩公園の「２１世紀桜の丘」作りに参加。

　桜の木１本（基金協賛金）１口１万円で

留萌クラブの桜の木を植えて頂きました。

　６．アクトクラブ存続の件。

　現在アクトクラブ会員数は０名、今年度

で休止の方向で澤田ガバナー補佐と相談し、

手続きを取ることとする。

１）留萌みなとライオンズクラブのチャーター

ナイト４３周年記念祝賀会の案内受領。６月１９

日午後６時よりグランドよこやにて開催。関

野エレクトが出席予定。

２）陸上自衛隊留萌駐屯地の創立記念祝賀会開

催の案内受領。６月２３日午前１０時から駐屯地

�������������������

�������������������

������������������

���������������	


���������������	

����������������	

�������������������

�������	
�

���������������	


�������							
�

�������������	
����



にて開催。私が出席予定です。

例会及び日時変更

・・芦別ＲＣ　６月２１日移動例会、旭が丘公園

会報受領先

・・芦別ＲＣ　№２４０１号～№２４０４号

ゲスト

　留萌海上保安部 部長　田中弘之様

ビジター

　留萌海上保安部 管理課

　　　　　　 管理係長　高橋　健様

�������	
�　　　　西谷（英）委員長

　先週皆さんに報告したあんどん用ハッピの件

ですが、委員会にてあんどんの補修費があまり

かからないみたいで、ある程度の予算計上が出

来そうです。そこで、本来ハッピは個人所有と

考えておりましたが、クラブ所有として皆さん

には５，０００円程度の援助をお願いしたいと思い

ます。皆様にはまたＦＡＸにてアンケートを取

りたいと思いますので宜しくお願いします。

�����　　　　　　　　　　　　山本会員

　次年度からお知らせいたします。皆様のテー

ブルの上に活動計画書の名簿と誕生日の用紙が

置いてあります。間違っていないか確認お願い

します。もし間違いがありましたら訂正お願い

します。

�����　　　　　　　　　　　　河部委員

「心に残るロータリアンの言葉」

　�������	
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　ロータリーは住みよい社会と平和な世界を目

指して活動している。その取り組み方は「奉仕」

といって人への思いやり、進んで人の役に立つ

ことをモットーにしている。これを「超我の奉

仕」「最もよく奉仕するものは最も多く報いら

れる」を標語にしている。それは、奉仕という

方法で人間関係を改善してその目的を達しよう

としているのである。よい人間関係が住みよい

地域社会を作るだろうことは判るが、それが、

果して国際平和の確立に役立つだろうか。

　世界平和に必要な方法は言う間でもなく外交

即ち政治家の活躍である。しかし現在の世界は

沢山の国家があり、従って国境があり、別々の

政府がある。政治家の努力は結局その国境と政

府のイデオロギーの違いで行き詰まってしまう。

政治家は国益という点から一歩も前進が出来な

いのである。また、経済家の援助も会社をつぶ

してまでも実行は阻まれる。ましてや軍人の軍

備競争による抑止力などは一歩誤れば人類滅亡

を招く大核戦争を惹起するかも知れない。

　そのような事情だから残された方法は政府に

関係ない国際団体によって、人間同志が理解し

手を結び合うより他に世界平和の確立方法はな

いのである。

　この非政府的な国際的且つ世界的な団体とし

て最も実力のあるのがロータリーである。ロー

タリー会員同志なら仮想敵国の人々とでも意思

の疎通も出来るし手を結ぶことも出来るのであ

る。ロータリーはその方法として、留学生の交

換、青年の実業視察（ＧＳＥ）、民間同士の相

互援助及び激励が盛んに行われている。

　「窓を開くロータリー」より

・・６月１日に新旧合同理事会及び今年度最終理

事会が無事終了　理事役員の皆様に感謝しま

す　　　　　　　　　　　　　　　中川会長

・・機器操作ミス　すみません　　大嶋副ＳＡＡ

　前　回　　１，１５２，０００円

　今　回　　　　３，０００円

　累　計　　１，１５５，０００円
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「萌州　海の安心と安全」

　　　　　　　　　留萌海上保安部

　部長　田中　弘之 様　

　日頃皆様方には海上保安業務にご理解ご協力

いただきまして誠にありがとうございます。ま

た本日は、貴重な時間をお借りして留萌海上保

安部のお話をさせて戴ける事に感謝申し上げま

す。さて本日は組織の紹介と留萌を取巻く海洋

環境についてトピック的な事をいくつかお話い

たします。

　まず組織の紹介ですが、海上保安庁の組織は

国土交通省の外局として位置付けられ、その仕

事は多岐に渡ります。一口で言えば海の警察・

消防と思っていただいて結構です。詳しくはパ

ンフレットを持参しましたので、参照して下さ

い。北海道は小樽にある第一管区海上保安本部

が道内８つの海上保安部、３つの航空基地を統

括しています。この８つの保安部の一つが留萌

海上保安部です。その守備範囲と勢力は、留萌

支庁の南ほぼ３分の２、その沿岸から沖合い

１５０キロメートルまでの海域と上川、北空知を

管轄しています。所属船として巡視船「ちとせ」

巡視艇「はまなす」がおります。ただ「ちとせ」

は老朽化が進んでおり、耐用年数にあと数年で

達してしまいます。財政逼迫の折、老朽化によ

る廃船の場合も自動的に代替の巡視船が配備さ

れるとは限りません。これは地元からの要望も

大事と思われますので、ぜひよろしくお願いし

ます。

　次に今回のテーマでもある、海の安心安全に

ついてですが、高橋留萌市長さんが先日の観光

協会の総会で、留萌の癒しの海を中心に観光事

業を進めるという趣旨の発言をされています。

この「癒しの海」の維持には海が安心・安全で

あり、きれいな海であることが前提なのは言う

までもない事で、私どもはその安心・安全そし

てきれいな海を守るという業務を通じて何らか

の貢献が出来れば幸いと感じています。

　これからは留萌の海に関連するトピックスを

お話したいと思います。最初に、サハリンプロ

ジェクトについて

ですが、サハリン

で生産された原油

がアニワ湾から巨

大タンカーに積ま

れ、周年積み出し

がこの冬から始ま

ります。このタン

カーは１０万トンの原油を積んで宗谷海峡を西に

出て南下、留萌沖を通って津軽海峡に入り、千

葉方面に行くものがあります。タンカーはダブ

ルハルといって船体と貨物室の間に隙間を作り、

多少の衝突でも積荷の原油がすぐに流出しない

ような構造になっております。しかし事故は絶

対に起こらないかと言いますとそうではなく、

現在想定されている事故としては、巨大タン

カーのサイドタンクに船が直角に衝突し、中の

タンク１つに亀裂が入って原油が流出するとい

うものです。今も留萌港では内航のタンカーが

道北に必要な油を移入していますが、これで１

回に下ろす量が約２０００トン位です。ところがも

し事故によって巨大タンカーの横っ腹から流れ

出すとされる量は約５５００トンになるだろうと言

われます。留萌の風の強さは厳しいものがある

ことは皆さん十分承知かと思いますが、特に冬

場の西北西方向からの風が強いようです。留萌

沖には南から北へ流れる対馬暖流がありますが、

もし海上に油が流出すると、海流よりも風の影

響を受けやすいのです。現在のところタンカー

の具体的なルートは明らかになっていませんが、

多少沖合いを通ったとしても、陸岸には必ず

寄ってきて最悪には漂着という事態が想定され

ます。試算として宗谷海峡でタンカーが他の船

と衝突、油が流出した場合には最悪６日間で知

床半島に到達してしまいます。もちろんタン

カーは保険に入っていますが、保険はお金を出

すだけで、流出した油を回収してくれるのはお

金ではありませんので、緊急的に対処するため

の方策を検討しなければなりません。海上保安

庁では、洋上に流れ出た油を回収する装置を道

北・オホーツク海沿岸に配備し、必要な訓練を

行っておりますが、それでも限界がありますの
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で、現在、海上災害防止センターというところ

で緊急時計画というものを作成しています。こ

れは流出した油をどの時点でどの様に回収、処

理をするか検討するもので、被害を最小限にし

つつ、有効に油を回収・処分しようというもの

です。

　次に水産物の密漁の話をします。現在中国で

は豊かさは徐々に深度を深めており、食の消費

地として色々なものを輸入しております。特に

北海道の食材は鮭、なまこ等の高級食材が輸出

されています。中でもなまこは、浜値ではうに

より高くなっているということです。そこで、

ここ２～３年このなまこを狙った密漁が横行し

ています。昨年は室蘭管内にわざわざ愛媛から

やって来たグループが密漁し、小樽で加工して

輸出していたという事件が発生しています。テ

レビでも海上保安庁のヘリコプターが撮影した

捕物の映像が何度も放映されたのは記憶に新し

いところです。なまこの密漁は設備投資が少な

く、採捕技術も必要ありません。また所持販売

の取り締まり規定も整備されていませんので、

持ち込まれた加工屋が捕まえることも出来ない

のです。現在道の方で条例を厳しくする事を検

討していると聞いています。留萌沿岸では、う

に、なまこ、鮭などの水産物の宝庫です。留萌

海上保安部では昨年、密漁者を１３名検挙してい

ます。これはうに、あわび、たこ、ムール貝の

密漁でした。今回の、蛸箱オーナーの爆発的な

ヒットで水蛸のおいしさが知れわたると、必ず

密漁者が現れます。我々はこれを許さず、徹底

的な取り締まりを誓います。

　３つ目は海上レジャーにおける安心・安全に

ついてお話します。海水浴客として年間約２５万

人の方が留萌管内に来られております。また、

ボートを留萌管内の港に係留されている方もお

ります。これらの多くは、旭川を中心とした内

陸部の方々が多く、年に数回も海に来れば良い

ほうでないかと思われます。これらの方々に海

の怖さをご理解した上で安全に遊んでいただく

必要があります。しかしながら、今日遊びにき

た人に「海は怖い」と言っても効果は期待でき

ません。また旅の恥は掻き捨て的なところもあ

り、海洋環境保全についての重要性もご理解い

ただかなければなりません。ただ、海を汚すの

は内陸の人ばかりではない事をあえて申し上げ

ておきます。留萌海上保安部では次のような指

導を６月から内陸部で展開します。３ＬＧの用

意（自分の命は自分で守る、そのための三策）

離岸流に注意（海はプールとは違う危険がある。

それを知って楽しく）ＭＩＣＳ、ＦＭもえるの

利用（海の情報は最新のものを）です。今後と

も留萌海上保安部へのご協力をよろしくお願い

します。本日はありがとうございました。
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